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報告資料（１）    

令和４年１０月２０日 

都 立 学 校 教 育 部 

 

請願について 

 

都立高校改革推進計画に基づく、夜間定時制課程の閉課程に関する請願について、

下記のとおり報告する。 

 

 記 

 

１ 請願者 

小山台高校定時制の廃校に反対する会 

都立立川高等学校芙蓉会（定時制同窓会） 

立川高校定時制の廃校に反対する会 

代表 相田 利雄 様    

 

２ 請願事項 

小山台高校定時制と立川高校定時制を閉課程とした 2016年の計画を白紙に戻し、両

校の存続を決定してください。 

 

３ 請願理由 

小山台高校定時制と立川高校定時制は、都民の貴重な財産である。小山台高校定時

制は、外国につながる生徒が多く在籍し、多文化共生の教育を進めている。立川高校

定時制は、約 180人の生徒が在籍する都内最大規模の定時制高校である。両校とも交

通の便も良く、創立 80年を超え、地域の人々に支えられている。 

夜間定時制高校は、少人数で、丁寧な学習指導が行われている。貧困と格差が拡大

し、「ヤングケアラー」が増大するなかで、小池都知事も、多様な学びを保障するセー

フティーネットの役割を果たしていることを認めている。また現在、外国から働きに

来ている保護者が義務教育を終えた子どもを日本に呼び寄せる例が多くなっている。

教育委員からは、その実態を調査し、教育を保障すべきだとの指摘がなされている。

こうした子どもたちの学びと生活を保障するために、夜間定時制の果たす役割は大き

くなっている。 

東京都教育委員会が両校の閉課程を中止し、生徒が安心して学べるよう、一刻も早

く存続を決定することを求める。 

 

４ 回答 

別紙１のとおり 
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４ 教 学 高 第   号 

令和４年１０月  日 

小山台高校定時制の廃校に反対する会 

都立立川高等学校芙蓉会（定時制同窓会） 

立川高校定時制の廃校に反対する会 
  

代 表  相 田 利 雄  様 

 

 

東 京 都 教 育 委 員 会 

 

 

請 願 に つ い て （ 回 答 ） 

                  

                  

 令和４年９月９日付けで提出された請願について、下記のとおり回答します。 

 

                   記 

 

 東京都教育委員会は、平成３１年２月１４日に開催された平成３１年東京都教育委

員会第３回定例会において、都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）を策定し、

この中で平成２８年２月の都立高校改革推進計画・新実施計画と同様に、小山台高校

及び立川高校の定時制課程を閉課程することを決定しています。 

このことについて、新実施計画策定後、夜間定時制課程の入学者選抜の状況は、

平成２８年度から令和４年度までにかけて募集人員は７５０人減っていますが、第

一次募集の応募倍率については、平成２８年度は０．３８倍、平成２９年度は０．

３９倍、平成３０年度は０．４０倍、平成３１年度は０．３７倍、令和２年度は０．

３４倍、令和３年度は０．３０倍、令和４年度は０．２５倍と推移しております。

第一次募集の応募者数は、平成２８年度は９１２人、平成２９年度は７９９人、平成

３０年度は７９４人、平成３１年度は６５５人、令和２年度は５８７人、令和３年

度は５１９人、令和４年度は４２７人と減少しており、さらに、第二次募集におけ

る応募者が平成３０年度以降、大幅に減少し、入学者数の減少が顕著となっており

ます。 

このため、東京都教育委員会は、都立高校改革推進計画・新実施計画（第二次）の

着実な実施により、チャレンジスクールの新設等を行い、その進捗や夜間定時制高校

の応募倍率の推移などの状況を考慮しながら、小山台高校及び立川高校の夜間定時

制課程を閉課程し、都立高校定時制課程の改善・充実を進めていきます。 

 

【閉課程する理由】 

 夜間定時制課程を当初から希望する生徒の入学者選抜応募倍率は、平成２３年度に

は０.６３倍でしたが、令和４年度には０．２５倍と更に低下しています。 

また、夜間定時制課程は、セーフティネットの機能を果たしていますが、募集人員

別紙１ 



3 

 

に対する在籍生徒の割合は、平成２３年度以降年々低下し、平成２７年度では定員の

６８.６％、令和４年度には、この間、定員が減少しているにもかかわらず３１．５％

まで減少しています。その上、夜間定時制課程には、昼間に学校に通うことができな

い勤労青少年の学びの場として、昭和４０年度には夜間定時制課程に進学した生徒の

うち勤労青少年は８８．３％でしたが、平成１３年度の夜間定時制課程に在籍する全

生徒のうちでは７．０％に、令和４年度は２．７％にまで低下しています。 

 その一方で、夜間定時制課程には、学習習慣や生活習慣等に課題がある生徒や、小・

中学校時代に不登校を経験した生徒、外国人の生徒など、多様な生徒が在籍するよう

になっています。こうした生徒の中には、昼夜間定時制高校やチャレンジスクールを希

望していたものの、合格できずに夜間定時制高校に入学した生徒も多くいる状況です。

このため、東京都教育委員会では、このような生徒や保護者のニーズに対応すべく、

チャレンジスクールや昼夜間定時制を設置し、規模拡大に取り組んできましたが、令

和４年度入学者選抜においても、チャレンジスクールの応募倍率は１．２２倍であり、

入学希望に十分に応えられていない状況があります。 

東京都教育委員会では、「都立高校改革推進計画・新実施計画」及び「都立高校改革

推進計画・新実施計画（第二次）」において、昼夜間定時制高校とチャレンジスクー

ルの夜間部の規模拡大やチャレンジスクールの新設を行い、その進捗や夜間定時制課

程の応募倍率の推移などの状況を考慮しながら、一部の夜間定時制課程を閉課程して

いくこととしています。また、全ての定時制高校において、スクールカウンセラー

の配置拡大や勤務日数の拡充など教育相談体制の強化等を行い、定時制教育の充実

を図ることとしています。 

小山台高校定時制課程の入学者の状況は、平成２７年度は２６人、平成２８年度

は２３人、平成２９年度は２２人、平成３０年度は１１人、平成３１年度は１３人、

令和２年度は１３人、令和３年度は１０人、令和４年度は１３人と低調な傾向にあり、

募集人員に対する在籍生徒数の割合も低い状況にあります。 

小山台高校の定時制課程の閉課程に当たっては、周辺の夜間定時制課程において、

夜間定時制課程を希望する生徒を受け入れていきます。 

また、立川高校定時制課程の入学者の状況は、平成２７年度は９０人、平成２８年

度は７１人、平成２９年度は９１人、平成３０年度は５７人、平成３１年度は５１人、

令和２年度は４０人、令和３年度は４１人、令和４年度は２４人と減少傾向にありま

す。 

立川高校の定時制課程の閉課程に当たっては、新たに開校するチャレンジスクール

や周辺の夜間定時制課程において、夜間定時制課程を希望する生徒を受け入れていき

ます。 
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